
ぬま健司の
将来ビジョン

２０１８年７月８日（日）
古賀市議会議員 奴間健司

安心・信頼・満足 チャレンジ２０４０こが



大雨の状況について
①古賀市の主な被害状況

７月６日の６時ころグリーンパーク前交差点冠水。
その他、谷山のり面崩落、小野山山荘付近川越水危険大、米多比川超水、
小山田床下浸水、新池越水、薬王寺宅内に水浸入、凸版裏のり面崩壊など

②古賀市の体制 ７時３５分に第３配備、災害対策本部設置
２１時３０分に警戒本部に移行、７日の８時４３分に解散

③避難勧告 ８時６分に市内全域に避難勧告（消防団出動）、７日の８時１８分に解除
８時５０分ころホームページに掲載
小野小に約７０人、古賀西小に９人、花見小に２人
１３時に昼食、お茶を配布

④古賀市議会の対応 ９時３０分に古賀市議会災害対策本部設置、２１時３０分に解散

①防災基本条例 この制定について議会が６月２６日に提言。これは直ちに着手すべきである。
②情報発信 その内容の整理は極めて必要である。市内全域避難勧告の受け止め方。
③避難所開設 マニアルをきちんと文書化、図式化すべきである。

全国で死者５１人、安否不明約５０人



市政報告会 福津市の原崎市長とトークショー
（２０１７年１０月２２日）



立春のつどい
（２０１８年２月３日）



まちづくりフォーラム 馬奈木俊介教授を講師に新国富を学ぶ
６人のパネリストが意見発表
（２０１８年４月１５日）



まちづくりフォーラム 元武雄市長の樋渡啓祐さんを招く
（２０１８年６月２６日）



ふれあい集会 ワークショップで課題や対策を考える
（２０１８年６月１４日）



未来スクール 若者の視点でまちづくりを考える
（２０１８年５月１２日）



教育環境 医療機関

食品団地

古賀市の強み
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古賀市の課題

人口減少・超高齢社会への備えに不安

「古賀市はこれだ！」がなく活気に欠ける

市政に対する満足度が低く批判も根強い

将来ビジョンが明確ではなく

強みを生かしきっておらず

情報共有と対話・参加が少なく



食と健康 地域の力

新産業・しごと創出

子どもたちの未来 チャレンジ２０４０こが

安
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国も２０４０年に向けて議論を始めた

２０４０年に過去経験
したことのない事態
に直面すると
予想されている。
２２年後のことだ。



食
と
健
康

ヘルス・ステーションの市内全域展開
健康づくり推進員・住民力で健康増進、介護予防

「健康ポイント制度」の導入
介護保険や健診自己負担への軽減、ニーズ把握

こが式「元気予報」の開発
久山町を参考にアプリ開発、予防徹底で健康改善

リーパスプラザに「シニアライフアドバイザー、ジョブコーチ」
退職後の地域デビューや障がい者へのサポート

地産地消・オーガニック給食・配食 安全な野菜の提供



久
山
町
の
元
気
予
報

Ｄ
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Ａ
と
共
同
開
発

健康ポイント制度とは？
「健康ポイント制度」とは各自治体が行っているサービス。
ジムを利用したり健康診断を受けたり、健康プログラムや
イベントなどに参加するとポイントが貯まり、商品券や特産
品と交換できたり、旅行券やホテルの宿泊券が当たるな
ど特典の多い制度です。
6月24日のNHKニュースでは、このプログラムの参加者
のうち約8割が無関心層であったことが国の調査で判明し
たと放送されていました。
もともとは医療費の抑制が目的で自治体が導入していた
制度ですが、ポイントの貯めすさや、口コミでの広がりが
無関心層に広がったということで、今後はますます自治体
の導入が増えるといわれています。
また2020年の東京オリンピックの開催や10月のスポーツ
庁の設置に向けて、文部科学省が今年度から積極的に補
助金を出し推進を図っていることなども追い風となってい
るようです。
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地
域
の
力

各小学校に「地域いきいきセンター」の設置
地域活動の拠点として地域住民が主体的に運営

地域分権 財源と権限を地域に移譲し、
地域の自立、自主性を尊重

地域社会の中でのたまり場・居場所づくり
「コミュニティカフェ」困っている人、多世代交流

生活支援や地域ビジネスの展開
ゴミだし、買い物、病院通いなどのサポート
地域レストランや地域の野菜等の販売



松本市
地域づくりセンターでの
赤ちゃん急病対応講習会
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新
産
業
創
出

産学官民連携のプラトットホーム
こが「食」と「健康」産業推進協議会の設置
ニーズ調査、研究、実用化検証、ビジネス化

「食」と「健康」のテーマツアー
古賀駅 ⇔ 薬王寺温泉 ⇔ 食品工業団地

「健康食」の企画・開発
高齢者の身体機能回復につながる介護食や
生活習慣病改善につながる食の企画・開発



新
産
業
創
出

にぎわい空間リノベーション
古賀駅東口からリーパスプラザまでの間に
女性起業家、オープンカフェ、スモールオフィス
味噌カフェ、障がい者アンテナショップ等を創出

モバイルワークの推進
育児や介護中の女性、男性が自宅でできる

多様な働き方やテレワークの普及

し
ご
と

し
ご
と



流山市
送迎ステーション

空家活用
サテライトオフィス

飯田市

中心市街地にオープンカフェ、
地産地消レストラン、足湯



情 報
発 信
共 有

対 話
参 加

信
頼

市民と市のみぞを埋める
ビジョン実現
に必要な手段



情
報
対
話

いつでも、どこでも市長と対話
「市長タウンミーティング」、「定期的な市長記者会見」

「市長ランチミーティング」

予算編成聴衆会「まちづくり懇談会」
「若者会議」の答申を予算化・具体化

スマートフォン・アプリ「市民共働レポート」
市民一人ひとりの意見をどこからでも送信可能



情
報
対
話

行政における意思決定の見える化
財政の将来負担の見える化

「市民視点の行政評価」
市民行政評価委員会を設置

「地域でできること」「行政しかできないこと」
「共働」と役割の明確化



愛知県新城市が設置した市長の諮問機関「若者議会」が注目
されている。若者の声を市政に反映して人口流出を防ぐ狙い
で、高校生ら２０人が実際に１千万円の予算の使い道を決め
る。議会の提言で改修した図書館は利用者が大幅に増加。市
担当者は「役人では気付かないことを提案してくれる」と話し、
過疎化に悩む全国の自治体から視察が相次いでいる。

市は県東部の山間部にあり、人口は４万８千人。

民間団体「日本創成会議」が「将来消滅する可能性がある」
とした８９６自治体に含まれる。

２７年度は市立図書館２階の改修を提案。約４２０万円で床
を掃除しやすい素材にして飲み物を持ち込み可能にするなど
し、利用者を急増させた。

２８年度の委員の半数は高校生で、平日の夜に市施設や議
場に集まり議論を交わした。県外の図書館を視察、高校生や
子育て世代にアンケートも行い、２９年度予算に総額９５５万
円の７事業を提言した。

図書館で本を多く借りた人には、限定デザインの貸出カード
を発行。都市部の若い女性に向け、新城の豊かな自然などを
紹介する観光ガイドブックを作り、会員制交流サイト（ＳＮＳ）で
も発信する。

新城市
「若者議会」に１０００万円の予算



庁議のあり方

古賀市 大野城市
付議するものは

関係資料を前日まで
に副市長に提出

提案書を資料とともに
１週間前までに
担当課に提出

決定したことで必要と認
めるものは職員に
伝達し周知徹底

付議されたものは部
局内の課長に報告し、
周知



行 政 議 会

市民・企業

「チームこが」 スピード感ある実行力

満
足

ビジョン実現
に必要な手段



市
民
行
政
議
会

新国富経済指標や財政シミュレーションゲームを
活用した新総合計画の策定

公務イノベーションとプロデュース力の向上
産学官民連携室を設置。大学や民間、他自治体と連携し

新公共サービスやビジネスを創出

こが式職員採用、新人教育
プレゼン能力や地域課題の解決力を重視した
職員採用試験、フレッシャーズノートの活用



久
山
町
の
新
国
富

支
払
意
思
額
の
結
果

「もし、○○になる場合、それを防ぐためにあなた

の世帯は、年間いくらまで払ってもいいですか？」

健診を受けるために ３９３１円

保育所定員が１割減る場合 ２４７０円

バス運行が半分になる場合 ２２４９円



「職場でなければ仕事ができな
いということが、業務の効率性
を削ぎ、また職員が退職せざる
を得ないという大きな原因と
なっていました。だが、テレワー
クはそれらの問題を抜本的に
解決します。まだ道半ばではあ
りますが、仕組みは既に整備さ
れており、職員の意識変革、
ワークスタイル改革を通じて、
年を追うごとに住民サービスの
向上効果は増していくはずで
す」（森本氏）

佐賀県庁のテレワーク



市
民
行
政
議
会

「次世代型リーダー養成スクール」
異業種社員との交流

市民共働「カイゼン運動」
職場の課題発見や解決策の提案などを職

員や来庁者が書き込めるよう
各フロアにホワイトボードを設置



チャレンジ２０４０こが

将来ビジョン、マニフェストの補強・修正
９月中旬ころに発表予定

「ふれあい集会」、「ミニ集会」、「若者ミーティング」を
市内全域で実施します

完全無所属・市民派を貫きます
「風の人」から「地の人」へ



33

４９．３６％

５６．２４％

５６．４８％

前回市長選４９．８％



と き ところ
７月１２日（木） １９時 日吉台区公民館

７月１４日（土） １９時 古賀北区公民館


